
表 紙

８月１日 現在 前月比

男 7,201人 (－25)

女 7,395人 (－21)

計 14,596人 (－46)

世帯数 5,283戸 (－10)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ５人
死亡…… 20人
転入…… ７人
転出…… 38人
婚姻…… ６組

市の人口と世帯
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再生紙を使用しています。

「その瞬
と

間
き

を待つ」
新型コロナの影響で３年ぶりに開催された「丹生川鮎友

釣り大会」。20回目となるこの大会に、県内より25人が参
加し、釣果を競いました。灼熱の太陽が照りつける中、釣
竿を巧みに操り、川の流れに神経を集中させ、鮎がかかる
その瞬間をじっと待つ釣り人たち。今年は鮎の数が少ない
ようで、参加者は皆苦戦していましたが、優勝者は14匹釣
り上げて会場を沸かせていました。
清らかな丹生川で釣り人が長い竿を垂らす光景は、尾花

沢の夏の風物詩にもなっています。
（７月31日 荻袋｢丹生川ふれあい広場｣付近にて）



選挙当日の
有権者数

投票者数
棄権者数 投票率当日の

投票者数
期日前
投票者数

不在者
投票者数 計

男 6,268 2,933 1,782 33 4,748 0 75.75％
女 6,501 2,689 2,095 34 4,818 0 74.11％
合計 12,769 5,622 3,877 67 9,566 0 74.92％
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任
期
満
了
に
伴
う
尾
花
沢
市
長
選
挙
の

投
開
票
が
７
月
24
日
に
行
わ
れ
、
結
城
裕

氏
(新
町
３
)が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

選
挙
日
翌
日
の
７
月
25
日
、
市
役
所
で

当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
の
大
場
委
員
長
か
ら
結
城
氏
へ

当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

菅
根
市
長
の
任
期
満
了
を
控
え
た
８
月

10
日
、
菅
根
市
長
か
ら
結
城
氏
へ
、
市
長

の
事
務
引
継
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
８
月
12
日
、
結
城
新
市
長
が

初
登
庁
。
尾
花
沢
の
新
た
な
舵
取
り
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

結
城
氏
に
当
選
証
書
付
与

菅
根
市
長
か
ら
結
城
市
長
へ

令和４年 尾花沢市長選挙

新市長は 氏に決まる結城
ゆうき

裕
ひろし

昭和31年10月生まれ、満65歳。尾花
沢小学校、尾花沢中学校、楯岡高校、
東洋大学法学部(2部)卒業後、昭和52
年１月防衛庁に入庁し、平成29年３月
に防衛省を退職。その後尾花沢へ帰郷。
趣味はスポーツ観戦・読書。現在、妻
と長女との３人暮らし。

●結城裕氏プロフィール●

令
和
４
年
尾
花
沢
市
長
選
挙
は
、
７
月
17
日
に
告
示
さ
れ
、
新
人
の
結
城
裕
氏
と
現
職
の
菅
根
光
雄
氏

が
立
候
補
を
届
出
。
７
日
間
の
選
挙
戦
を
経
て
、
７
月
24
日
に
市
内
35
カ
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
サ
ル
ナ
ー
ト
で
の
即
日
開
票
の
結
果
、
午
後
９
時
35
分
に
結
城
裕
氏
の
当
選
が
確
定
。
こ
れ
に

よ
り
、
第
18
代
、
歴
代
９
人
目
と
な
る
尾
花
沢
市
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。

な
お
今
回
の
投
票
で
は
、
期
日
前
投
票
者
数
が
３
千
877
人
と
な
り
、
当
日
有
権
者
数
の
約
30
％
を
占
め

ま
し
た
。
前
回
市
長
選
挙
で
の
期
日
前
投
票
者
数
３
千
３
人
と
比
較
し
て
874
人
増
加
し
て
お
り
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
期
日
前
投
票
が
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

歴
代
の
市
長
(敬
称
略
）

初
代
〜
第
４
代

奥
山
英
悦

昭
和
33
年
10
月
４
日
〜
昭
和
49
年
10
月
14
日

第
５
代

田
中
宇
七

昭
和
49
年
10
月
15
日
〜
昭
和
50
年
７
月
15
日

第
６
代

菅
原
連
蔵

昭
和
50
年
９
月
７
日
〜
昭
和
53
年
６
月
30
日

第
７
〜
８
代

星
川
保
松

昭
和
53
年
８
月
12
日
〜
昭
和
61
年
８
月
11
日

第
９
〜
11
代

星
川

剛

昭
和
61
年
８
月
12
日
〜
平
成
10
年
８
月
11
日

第
12
〜
14
代

小
野
紀
男

平
成
10
年
８
月
12
日
〜
平
成
22
年
８
月
11
日

第
15
〜
16
代

加
藤
國
洋

平
成
22
年
８
月
12
日
〜
平
成
30
年
８
月
11
日

第
17
代

菅
根
光
雄

平
成
30
年
８
月
12
日
〜
令
和
４
年
８
月
11
日

第
18
代

結
城

裕

令
和
４
年
８
月
12
日
〜

令和４年７月24日執行 尾花沢市長選挙開票結果
党派名 候補者指名 得票数(票）
無所属 結城 ひろし 4,744票
無所属 すがね 光雄 4,740票

得票数 9,484票

第
18
代
、
９
人
目
の
市
長
が
誕
生

投票総数 9,566票 有 効 投 票 9,484票
無効投票 82票 無効投票率 0.86％

当
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地
区
内
で
災
害
が
発
生
し
た

際
、
自
分
た
ち
が
と
る
行
動
を

確
認
し
、
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
、
消
防
と
地
区
民
と

が
一
体
と
な
っ
た
防
災
訓
練
が

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

７
月
３
日
、尾
花
沢
・
宮
沢
・

玉
野
・
常
盤
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ

自
主
防
災
会
を
中
心
に
訓
練
を

実
施
。
地
区
民
や
消
防
団
が
参

加
し
、
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１

９
番
通
報
を
実
践
し
た
り
、
消

火
器
・
消
火
栓
の
使
い
方
、
放

水
、
ケ
ガ
人
の
運
搬
方
法
な
ど

を
学
ん
だ
り
ま
し
た
。

万
が
一
災
害
が
発
生
し
た
際

は
、
そ
の
場
に
い
る
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
役
割
を
把
握
し
て

行
動
し
、
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
日
頃
か
ら
家
族
や
隣

近
所
の
人
た
ち
と
話
を
し
な
が

ら
、
と
っ
さ
に
行
動
に
移
せ
る

よ
う
に
地
域
で
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▲放水塔付消防ポンプ自動車の放水銃を使った、高所放水訓練。
（尾花沢地区・荒楯市営住宅敷地内）

徳良湖築堤を提唱し、尾花沢の稲作・産業発展に尽
力した「髙宮常太郎」を小学校の郷土学習等で取り上
げるため、青少年の健全育成活動等を行うＢ＆Ｇ財団
の助成事業により「ふるさと偉人マンガ」の制作を行
うことになりました。
脚本執筆、作画をするための取材が、7月12日に市内

各所で行われました。

今
年
で
101
年
目
を
迎
え
る

徳
良
湖
は
、
大
正
時
代
、
中

町
で
魚
屋
を
営
ん
で
い
た
髙

宮
常
太
郎
が
農
業
用
た
め
池

の
築
堤
を
提
唱
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
多
く
の
方
の
協

力
を
得
な
が
ら
工
事
が
進
め

ら
れ
、
大
正
10
年
に
完
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
常
太
郎
は

徳
良
湖
を
水
源
と
し
た
水
田

開
発
や
、
尾
花
沢
鉄
道
な
ど

の
産
業
振
興
に
も
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

尾
花
沢
の
豊
か
な
暮
ら
し

の
礎
を
築
い
た
先
人
を
知
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
や
興
味
関

心
を
持
ち
、
将
来
の
生
き

方
・
生
活
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
つ
な
が
る
よ
う
に
と
、

「
髙
宮
常
太
郎
」
の
マ
ン
ガ

を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

７
月
12
日
、
脚
本
を
手
掛

け
る
本
市
出
身
の
脚
本
家
あ

べ
美
佳
さ
ん
と
、
作
画
を
担

当
す
る
東
北
芸
術
工
科
大
学

の
学
生
２
人
が
尾
花
沢
を
訪

れ
、
常
太
郎
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
々
を
取
材
し
、
徳
良
湖

を
視
察
し
ま
し
た
。

中
島
公
民
館
付
近
を
流
れ
る
沢
の
川
に
架
か

る
「
中
島
橋
」
は
、
約
80
年
の
年
月
に
よ
り
老

朽
化
し
、
平
成
30
年
３
月
に
撤
去
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
延
長
10
ｍ
の
小
さ
な
橋
で
す
が
、
中
島

地
区
の
中
心
部
を
行
き
来
す
る
の
に
欠
か
せ
な

い
通
行
路
で
あ
り
、
ま
た
、
中
島
・
行
沢
地
区

の
簡
易
水
道
の
給
水
管
も
通
っ
て
い
る
重
要
な

橋
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
区
民
が
早
期
架
け

替
え
を
要
望
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

工
事
が
行
わ
れ
、
無
事
６
月
23
日
に
竣
工
と
な

り
ま
し
た
。

７
月
７
日
、
新
し
い
中
島
橋
の
完
成
を
記
念

し
、
地
区
民
に
よ
る
手
作
り
の
「
渡
り
初
め
開

通
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
全
祈
願
の
後
、

花
笠
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
工
事
関
係
者
や
地
区

民
た
ち
が
渡
り
初
め
を
し
、
地
区
内
を
つ
な
ぐ

橋
の
復
活
を
喜
び
ま
し
た
。



▲中島橋の完成を祝って花笠踊りを披露。

▲渡り初めをする地区の皆さん。
吉田清一区長は、中島橋が「単なるロードブリッジのみなら

ず、地域のコミュニケーションブリッジとして、地区民の絆の
架け橋となるよう期待したい」と話されました。

▲徳良湖畔に立つ｢高宮常太郎翁之像｣

も
し
災
害
が

発
生
し
た
ら
…

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
！

▲地区民による消火栓の使い方と放水訓練。
（宮沢地区・正厳地内）

▲消防団員による、給水プールを活用した放水訓練。
（常盤地区・細野地内）

▲消防団による火災防ぎょ訓練
（玉野地区・下原田地内）

※各事業等は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で行っています。
※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。
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夏
ス
イ
カ
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
「
尾
花
沢
す
い
か
」
の
出

荷
シ
ー
ズ
ン
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。
出
発
式
に
は
、
尾

花
沢
市
長
、
大
石
田
町
長
、
村
山
市
長
の
ほ
か
、
農
協
関
係
者

な
ど
約
40
人
が
出
席
。
安
全
・
安
心
祈
願
の
後
、
大
山
功
Ｊ
Ａ

す
い
か
生
産
部
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
４
月
の
霜
被
害
、
６
月

前
半
の
低
温
と
、
栽
培
管
理
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
生
産
者
の

努
力
に
よ
り
今
日
の
出
発
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
産
者
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
今
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま
で
計
画

的
な
出
荷
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。
そ
の
後
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う
と
、
尾
花
沢
す
い

か
の
箱
を
ぎ
っ
し
り
詰
め
込
ん
だ
大
型
ト
ラ
ッ
ク
２
台
が
、
首

都
圏
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

｢尾
花
沢
す
い
か
｣は
、
７
月
中
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
出
荷

が
続
き
、
ピ
ー
ク
時
の
７
月
下
旬
か
ら
８
月
中
旬
に
は
、
毎
日

約
５
万
玉
の
ス
イ
カ
が
大
型
ト
ラ
ッ
ク
60
〜
80
台
で
全
国
各
地

へ
と
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。

７
月
10
日
に
執
行
さ
れ
た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、

市
内
35
の
投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
投
票
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
７
時
に
投
票
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
各
投
票
所

か
ら
サ
ル
ナ
ー
ト
へ
投
票
箱
が
送
致
さ
れ
、
午
後
８
時
に

開
票
が
ス
タ
ー
ト
。
即
日
開
票
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

※
当
日
有
権
者
数
１
２
，
９
４
９
人

山
形
県
選
出
議
員
選
挙
(届
出
順
)
投
票
率
70
．
60
％

・
く
ろ
き

あ
き
ら
(参
政
党
）

１
３
９
．
604
票

・
舟
山

や
す
え
(国
民
民
主
党
）４

，
３
２
２

票

・
石
川

渉

(日
本
共
産
党
）

１
９
９

票

・
小
泉

あ
き
ら
(Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
）

９
１
．
395
票

・
大
内

り
か

(自
由
民
主
党
）４

，
３
０
１

票

比
例
代
表
(届
出
順
)
投
票
率
70
．
58
％

・
幸
福
実
現
党
































































１
５

票

・
日
本
維
新
の
会




















































４
５
０
．
999
票

・
れ
い
わ
新
選
組




















































２
５
１
．
155
票

・
公
明
党


























































１
，
０
４
８

票

・
ご
ぼ
う
の
党
































































２
４

票

・
立
憲
民
主
党


























































７
４
３
．
985
票

・
国
民
民
主
党


























































９
８
３
．
014
票

・
参
政
党






































































１
３
３

票

・
日
本
第
一
党
































































２
９

票

・
日
本
共
産
党


























































３
５
１

票

・
新
党
く
に
も
り
































































７

票

・
自
由
民
主
党














































４
，
２
３
５
．
844
票

・
社
会
民
主
党


























































２
０
４

票

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
































































１
３
１

票

・
維
新
政
党
・
新
風




















































１
２

票

糖度12度以上でみずみずしい果肉、
シャリッとした食感が自慢の「尾花沢す
いか」を全国に届けるため、７月16日に
ＪＡみちのく村山東部すいか選果施設
(尾花沢市新町五丁目)で出発式が行われ
ました。

▲各首長や農協関係者によるテープカット。

７
月
５
日
、
㈱
ヤ
マ
ザ
ワ
と
尾
花
沢
市

と
の
「
災
害
時
等
に
お
け
る
救
援
活
動
の

協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
、
㈱
ヤ
マ
ザ
ワ
よ
り
一
時

的
な
避
難
場
所
と
し
て
駐
車
場
や
ト
イ
レ

を
提
供
い
た
だ
く
ほ
か
、飲
料
水
・
食
料
・

生
活
必
需
品
等
の
物
資
提
供
に
よ
る
救
援

活
動
、
災
害
時
の
情
報
提
供
に
協
力
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
関
係
団
体
や
民
間
企
業
等
と

緊
急
時
の
連
絡
体
制
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

よ
り
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

▲「この協定により、尾花沢でさらに地域に根ざし
たスーパーマーケットになっていくよう努めた
い」とあいさつされた㈱ヤマザワの古山利昭代表
取締役社長（写真左側）。

(公
財
)ヤ
マ
ザ
ワ
教
育
振
興
基
金
よ

り
、
尾
花
沢
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
機

材
等
の
購
入
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

市
に
100
万
円
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
５
日
、
市
役
所
で
寄
贈
式
が
行

わ
れ
、
山
澤
廣
代
表
理
事
よ
り
五
十
嵐

教
育
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

(公
財
）ヤ
マ
ザ
ワ
教
育
振
興
基
金
は
、

㈱
ヤ
マ
ザ
ワ
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目

的
に
昭
和
62
年
に
設
立
。
こ
の
た
び
市

内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
寄
贈
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
の

た
め
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▲「将来を担う若者のために、実のあるものに使っ
てほしい」とあいさつされた（公財）ヤマザワ
教育振興基金の山澤廣代表理事（写真右側）。

尾
花
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
、
献

血
功
労
団
体
と
し
て
、
県
知
事
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

尾
花
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
献
血

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
毎
年
２
回
、
献
血

車
２
台
で
の
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、

長
年
に
わ
た
り
献
血
事
業
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

７
月
15
日
、
県
庁
に
て
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
吉
村
知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
式
の
後
、
鈴
木
光
子
会

長
は
「
こ
の
感
謝
状
を
い
た
だ
け
た
こ

と
は
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
尾
花
沢
市

の
た
め
に
会
員
一
同
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
」
と
市
民
へ
感
謝
の
意
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

▲尾花沢ライオンズクラブの鈴木光子会長（写
真右側）と、矢作清次郎幹事（写真左側）。今
後も皆さんの生命と健康を守るため、献血へ
のご協力をお願いします。

㈱
ヤ
マ
ザ
ワ
と
「
災
害
時
等

に
お
け
る
救
援
活
動
の
協
力

に
関
す
る
協
定
」
締
結

(公
財
)ヤ
マ
ザ
ワ
教
育
振
興

基
金
よ
り
100
万
円
を
寄
贈

尾
花
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

献
血
功
労
団
体
等
知
事
感
謝
状

６月22日公示され、７月10日に投開票が行われた「第
26回参議院議員通常選挙」の尾花沢市での開票結果をお
知らせします。
※詳しい内容については、市公式ホームページ
http://www.city.obanazawa.yamagata.jp/16064.html
をご覧ください。

▲こちらのＱＲコード
を読み取ってアクセ
スできます。

※各事業等は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で行っています。
※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。



㈲
旭
屋
設
備

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
工
業
㈱

㈱
う
ろ
こ
や
総
本
店

㈱
富
士
ス
ポ
ー
ツ

㈱
成
和
技
術

社
会
福
祉
法
人
尾
花
沢
福
祉
会

高校生対象のジモト大学尾花沢キャンパス
が開講され、１回目の講座に新庄の高校生４
人が参加しました。徳良湖で活動を行ってい
る三浦好昭さんから徳良湖の魅力について話
を聞いた後、ヨットクラブの長谷山会長の指
導で実際にヨット操縦を体験。地域の大人と
交流しながら尾花沢を知り、楽しみました。

７/１

宮沢地区公民館で｢笹巻き＆梅シロップ作り｣
郷土の食を伝えたい７/15

この運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯し
た人たちの更生について理解を深め、安全安
心な社会を築くための全国的な取り組みです。
保護司会や更生保護女性会等が中心となり、
立ち直りの手助けなどに尽力しています。

市野々在住の菅藤広一さん、信子さんを講
師に迎え、笹巻きと梅シロップ作りが行われ
ました。参加者は、自分の家とは異なる作り
方や味付けに興味津々。地区民交流の中で受
け継がれる地域の食文化を楽しみました。

｢社会を明るくする運動｣内閣総理大臣メッセージ伝達式
地域のチカラで
犯罪・非行のない社会を

７/15
福原地区公民館で｢スマホセミナー｣
初めてのLINEに
チャレンジ

北村山高校生が防犯ステッカー作成
地域みんなで子ども
を見守りましょう７/22

ソフトバンクの方が講師となり、スマホセ
ミナーを開催。11人の参加者が、地図・カメ
ラ・文字入力等の基本的な使い方を学び、
LINEを使って会話したり写真を送り合った
りしてスマホの便利さや楽しさに触れました。

北村山高校総合文化部の皆さんが、地域の
子どもは地域全体で守るとの願いを込め、「子
ども見守りパトロール」マグネットステッ
カーをデザインしました。このステッカーは、
市内のバスに貼って活用されています。
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載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※アイコンをクリック) → 最新の記事 → ニュース特急便

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

尾花沢中１年生90人が、４班体制で学区内
の最上三十三観音札所や芭蕉、清風歴史資料
館を巡り、御詠歌や芭蕉の詠んだ俳句などを
見ながら歴史と文化を学びました。自分の住
む地域で地区民が昔から大切に守り、伝えて
きたことを発見した生徒たち。学習後に詠ん
だ俳句は、芭蕉を超えているかも⁉

７/７

地元のヒト・モノ・コトを学ぶ｢ジモト大学｣開講
ヨット体験で
徳良湖の魅力発見！７/27

尾花沢中１年生が地域探訪
歴史を学んで芭蕉の
気持ちで俳句を詠もう

▲岸田総理大臣からのメッセージを読み上げ、菅根市長へ手渡す
北村山地区保護司会尾花沢分会の佐藤会長(写真左側）。

※教室は、新型コロナウイルス感染防止対策をとった上で行っています。

▲７月22日に開催された｢安全安心大会｣席上で、尾花沢大石田地
区防犯協会連合会より市と町へ４枚ずつ贈呈されました。

７/６

地元企業への理解を深め、関心を高めてもらうことを目的にした職業学習が尾花沢中学校にて行わ
れました。尾花沢中２年生と福原中１年生が、この日参加した６社の企業ブースを回り、プレゼンを
聞いたり仕事の一部を体験したりしながら、いろんな仕事があることを知り、やりがいを学びました。

地元の企業って面白いね

▲お客さんは「道具自体を欲しがって
いる」のではなく、「その道具を使っ
て問題を解決したがっている」とい
うニーズに気を配ることなど、小売
りのテクニックを学びました。

尾花沢中・福原中「ワクワクＷＯＲＫ」

▲流し台に排水管の取り付け作業を行
いました。技術を教わりながら協力
し合って排水の配管に挑戦。水漏れ
することなく設置できました。

▲ボールを落とさないように動きを感
知・制御しながら運ぶロボットなど
を見て、最先端の機械設計・製造技
術を学びました。

▲クリームでケーキの飾り付けにチャ
レンジ。均一に塗ったり絞ったりす
るのが難しく、素早くきれいに完成
させるプロの技に驚いていました。

▲レーザースキャナーや測量機器を実
際に使い、建物・道路・橋などの大
きな施設を造るための、精密な測量
技術を体験しました。

▲人を乗せた車椅子を押して、段差の
乗り越えに挑戦。前輪・後輪を上げ
る際の力の込め方や介助される方へ
の声掛けのポイントを教わりました。



【市報・おばなざわ 2022.８.15】－1011－【市報・おばなざわ 2022.８.15】

暑
い
日
が
続
き
、
ス
イ
カ
の
美
味

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
首
都
圏

で
も
｢尾
花
沢
す
い
か
｣を
目
に
す
る

機
会
が
増
え
、
そ
の
た
び
に
た
く
さ

ん
売
れ
ま
す
よ
う
に
と
応
援
し
て
し

ま
い
ま
す
。
私
も
大
好
き
な
ス
イ
カ

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
酷
暑
を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
残
念
な
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
今
年

も
９
月
の
首
都
圏
尾
花
沢
会
総
会
お
よ
び
懇
親
会
を
中
止
に
し
ま

し
た
。
３
年
連
続
の
中
止
で
す
が
、
会
員
お
よ
び
来
賓
の
安
全
を

優
先
し
て
の
決
断
で
し
た
。
来
年
こ
そ
は
多
く
の
方
々
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
当
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
首
都
圏
に
お
住
ま
い
で
、
お
盆
を
ふ
る
さ
と
で
過
ご
さ

れ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
と
も
入
会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

の
記
事
を
ご
覧
に
な
り
、
首
都
圏
の

ご
親
戚
に
入
会
を
勧
め
て
い
た
だ
く

の
も
大
歓
迎
で
す
。

首
都
圏
尾
花
沢
会
は
親
睦
団
体
で

あ
り
、
ふ
る
さ
と
尾
花
沢
の
応
援
団

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

【入
会
等
の
問
合
せ
】

市
役
所
総
合
政
策
課

☎
０
２
３
７
(22
)３
７
５
０
(直
通
）

※
総
合
政
策
課
よ
り
首
都
圏
尾
花
沢
会
の
担
当
者
へ

連
絡
の
中
継
ぎ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

首都圏尾花沢会会長

森山
もりやま

馨
かおる

さん
(宮沢出身)

▲今回の編集委員
後列左から：佐々木翔大、田中琉那
前列左から：西尾乃朱、古郡百々花

vol.60

白熱したクラスマッチの様子、今年
から始動したＡＩ部・ヨット活動の
様子をお届けします！

６
月
17
日
に
夏
季
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
！
前
年
度
ま

で
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
は

年
１
回
で
し
た
が
、
今

年
度
は
夏
と
冬
と
の
２

回
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
は
午
前
中
に
サ

ッ
カ
ー
と
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
を
行
い
、
午
後
か
ら

障
害
物
競
走
と
ク
ラ
ス

対
抗
リ
レ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

結
果
は
見
事
３
年
２

組
が
総
合
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
！

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
終
了
後
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
と
い

う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
企
画
・
運
営
を
頑

張
っ
て
く
れ
た
ク
ラ
ス
マ

ッ
チ
実
行
委
員
に
感
謝
し

ま
す
。
生
徒
一
人
一
人
の

笑
顔
が
輝
く
素
敵
な
行
事

に
な
り
ま
し
た
！

左記QRコードから北村山高校
のInstagramやホームページ
を見ることができます！→
北村山高校の魅力がたくさん詰
まっているので中学生の皆さん、
保護者の皆さん、ぜひチェック
してみてください！

▲男子年次対抗 サッカー！

Instagram ホームページ

北村山高校では、尾花沢市と協力してAI部
とヨットの活動を行っています。AI部ではプ
ログラミング技術の習得を、ヨットの活動で
は大会出場へ向けて練習を頑張っています。

▲グラウンドに全校生徒が集合！
▲実行委員長・
水戸幸翼さんの挨拶

▲１年次生だけで頑張っ
て操縦しています。

▼楽しくプログラミングを
学んでいます。 ▲女の戦い！キックベース！

夏
季
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
！

ＡＩ部・ヨット活動始動！
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高
校
在
学
中
に
月
額
の
貸
付
金
を
無

利
子
で
借
り
る
こ
と
の
で
き
る
奨
学
金

で
す
。

■
対
象
／
令
和
５
年
４
月
に
高
等
学
校

お
よ
び
高
等
専
門
学
校
に
進
学
を
希

望
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
方

■
貸
付
額
／
月
額
１
万
８
千
円

■
貸
与
期
間
／
令
和
５
年
４
月
〜
高
等

学
校
に
在
籍
す
る
期
間
ま
で

■
返
済
／

10
年
以
内
（
据
置
き
１
年
無
利
子
）

※
た
だ
し
、
卒
業
後
に
本
市
に
居
住
す

る
こ
と
等
を
条
件
に
、
返
済
を
免
除

す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法
／
９
月
30
日
(金
)ま
で

在
学
す
る
中
学
校
へ
申
請
。

※
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
教
育
指
導
室
【内
線
312
】

■
支
給
制
限
／

以
下
の
場
合
は
、
支
給
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

①
乳
幼
児
が
保
育
所
等
に
入
所
し
て
い

る
と
き

②
支
給
対
象
者
が
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
と
き

③
父
母
の
居
住
理
由
が
里
帰
り
出
産
な

ど
一
時
的
な
と
き

④
乳
幼
児
が
２
歳
に
な
っ
た
と
き

⑤
住
所
や
居
住
要
件
に
該
当
し
な
く
な

っ
た
と
き

※
月
の
途
中
で
支
給
制
限
に
該
当
し
た

場
合
は
、
前
月
分
ま
で
が
支
給
対
象

で
す
。

※
出
生
お
よ
び
転
入
に
よ
り
支
給
対
象

者
に
該
当
し
た
場
合
は
、
次
月
分
か

ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
間
／
８
月
16
日
(火
)〜
３
月

15
日
(水
)

※
４
〜
９
月
分
の
商
品
券
を
10
月
の
受

給
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
９
月
15
日

(木
)ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
【内
線
178
】

上
水
道

６
月
７
日
に
上
水
道
の
水
源
等
か
ら

水
道
水
を
採
水
し
検
査
を
行
っ
た
結
果
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

問
尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境
衛
生
事
業

組
合
上
下
水
道
課
水
道
施
設
係

☎
(23
)２
１
６
１
【内
線
10
・
11
】

簡
易
水
道

６
月
28
日
に
簡
易
水
道
の
水
道
水
を

採
水
し
検
査
を
行
っ
た
結
果
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
簡
易
水
道
係

☎
(22
)１
１
１
２

市
内
に
住
所
を
有
す
る
２
歳
未
満
の

乳
幼
児
を
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
方
を

応
援
す
る
た
め
、『
商
品
券
』を
支
給
し

ま
す
。
商
品
券
を
受
給
す
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

令
和
４
年
７
月
31
日
現
在
で
対
象
と

思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
申
請
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
４
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生

ま
れ
た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
で
、
給
付

対
象
に
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
案
内
が
送

付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
２
歳
未
満
の

乳
幼
児
を
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
、

市
内
在
住
の
父
ま
た
は
母

②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
２
歳
未
満
の

乳
幼
児
と
同
居
し
て
い
る
方
で
、
父

母
に
代
わ
り
そ
の
乳
幼
児
を
保
育
し

て
い
る
、
市
内
在
住
の
祖
父
母
等

■
支
給
額
／

乳
幼
児
１
人
当
た
り
月
額
１
万
円

※
『商
品
券
』で
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

※
４
〜
９
月
分
と
10
〜
３
月
分
に
分
け

て
年
２
回
、
10
月
と
翌
年
４
月
に
支

給
し
ま
す
。

放
射
性
物
質
測
定
結
果

鶴
子
の
ほ
場
整
備
地
内
で
行
う
発
掘

調
査
の
、
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
場
所
／
鶴
子
地
区
（
ほ
場
整
備
地

原
の
内
Ａ
遺
跡
第
４
次
調
査

作
業
員
募
集

市
内
に
在
住
し
、
70
歳
以
下
の
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
検
針
期
間
／
毎
月
15
日
か
ら
約
10
日

間
（
12
月
〜
３
月
は
休
み
）

■
検
針
地
区
／
尾
花
沢
地
区
（
二
藤
袋

除
く
）、
福
原
地
区

■
申
込
方
法
／
９
月
１
日
(木
)か
ら
10

月
14
日
(金
)ま
で
随
時
受
付
し
ま
す
。

電
話
連
絡
の
上
、
左
記
ま
で
履
歴
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

(土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
尾
花
沢
大
石
田
管
工
事
協
同
組
合

(㈱
マ
ル
ニ
シ
内
）

☎
(23
)３
０
２
４

■
コ
ー
ス
(約
２
㎞
)／
羽
州
街
道
古
道

散
策
↓
猿
羽
根
山
山
頂
(地
蔵
尊
）

■
講
師
／
大
類
誠
氏
(文
化
財
専
門
員
）

■
対
象
者
／
市
内
在
住
の
方

(先
着
15
人
）

■
持
ち
物
／
飲
み
物
、
雨
具
等

■
申
込
方
法
／
８
月
31
日
(水
)ま
で
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
福
原
ふ
る
さ
と
歴
史
保
存
会
（
福
原

地
区
公
民
館
内
）
☎
(25
)２
７
９
８

内
）

■
雇
用
期
間
／
10
月
初
旬
〜
11
月
（
約

２
カ
月
の
予
定
）

■
就
労
日
時
／
月
〜
金
曜
日
（
１
カ
月

15
日
以
内
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
正
午
〜
午
後
１
時
昼
休
み
）

■
募
集
人
数
／
15
人

■
作
業
内
容
／
遺
跡
の
発
掘
作
業
（
ス

コ
ッ
プ
、
移
植
ゴ
テ
等
を
用
い
た
発

掘
作
業
、
図
面
作
成
等
の
補
助
）

■
賃
金
等
／
時
間
給
960
円
(通
勤
手
当

支
給
、
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
加

入
)

■
申
込
方
法
／
左
記
の
募
集
説
明
会
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
説
明
会

雇
用
条
件
の
説
明
と
面
接
を
行
い
ま

す
。

■
日
時
／
９
月
２
日
(金
)

午
後
１
時
30
分

■
場
所
／
悠
美
館

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ

ー
ル

問
(公
財
)山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー

☎
０
２
３
(672
)５
３
０
１

■
敷
金
／
入
居
時
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
込
締
切
／
８
月
31
日
(水
)

■
入
居
決
定
／

優
先
入
居
ま
た
は
公
開
抽
選

■
入
居
時
期
／
10
月
上
旬
頃

※
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
相
談
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
住
宅
係

☎
(22
)１
１
１
４

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募集住宅 所在
地区

戸
数 概 要 家 賃

(月額)
駐車場
使用料 特記事項

長根下住宅
２号棟

(ＲＣ造４階建)
新町 ２ 昭和55年建築／３･４階３ＤＫ

16,200～
31,800円 なし

・
一
般
世
帯
向

・
単
身
入
居
可

(た
だ
し
、
高
齢
者

･障
が
い
者
等
）

下新田団地
(ＲＣ造４階建)

上町 １
平成13年建築／２階

２ＬＤＫ
エレベーター有

22,600～
44,500円

月額
2,600円
(屋内)

福原よつば
住宅

(木造２階建)
荻袋 １ 平成21年建築

（戸建)２ＬＤＫ
22,100～
43,500円 なし

期限付入居、
小学校６年以
下の子がいる
世帯が対象

お
も
た
か
奨
学
生
の
募
集

芭
蕉
や
茂
吉
、
イ
ザ
ベ
ラ
バ
ー
ド
が

歩
い
た
羽
州
街
道
。
歴
史
を
感
じ
な
が

ら
、一
緒
に
い
い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
！

■
日
時
／
９
月
９
日
(金
)

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

■
集
合
場
所
／
福
原
地
区
公
民
館

羽
州
街
道
(猿
羽
根
山
)て
く
て
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

■
対
象
／
次
の
①
〜
③
を
含
む
各
種
要

件
を
満
た
す
方
。
詳
細
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
栽
培
適
地
内
に
水
田
を
有
す
る
。

②
水
田
経
営
面
積
が
３
ha
以
上
。

③
有
機
ま
た
は
特
別
栽
培
を
し
て
い
る
。

※
た
だ
し
、
水
田
経
営
面
積
３
ha
未
満

で
も
、
過
去
３
年
の
一
等
米
比
率
が

県
平
均
以
上
で
あ
る
な
ど
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
生
産
を
希
望
す
る
面
積
が
、
す
べ
て

認
定
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
締
切
／
９
月
６
日
(火
)

※
米
の
出
荷
先
(Ｊ
Ａ
等
)ま
た
は
農
林

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
水
田
営
農
対
策
係
【内
線
147
】

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
尾
花
沢
営
農

セ
ン
タ
ー

☎
(22
)２
０
２
０

令
和
５
年
産
｢つ
や
姫
｣生
産
者
募
集

令
和
４
年
度

｢家
庭
保
育
応
援
商
品
券
｣を

支
給
し
ま
す
(２
歳
児
未
満
)

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

尾花沢市役所 代表 ☎(22)1111

※家賃は令和４年度のものです。

【入居者募集 住宅一覧】
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【土
曜
日
の
一
般
公
開
日
】

■
開
館
日
／
８
月
20
日
、
８
月
27
日
、

９
月
３
日
、
９
月
10
日
、
９
月
24
日

※
９
月
17
日
は
イ
ベ
ン
ト
準
備
の
た
め

一
般
公
開
な
し
。

【朗
読
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

■
期
日
／
９
月
19
日
(月
・
祝
）

※
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
時
間
／

①
午
後
２
時
〜
午
後
２
時
40
分

②
午
後
２
時
55
分
〜
午
後
３
時
35
分

③
午
後
３
時
50
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
内
容
／
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
美
し
い

星
空
の
下
、
伊
藤
永
夏

ひ
さ
か

さ
ん
(フ
リ

ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)の
朗
読
に
よ
る

星
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
入
場
料
／
無
料

■
申
込
／
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
申

込
用
電
話
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
８
月
19
日
(金
)予
約
受
付
開
始
。

申
込
用
電
話

☎
(55
)０
６
９
５

(平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
)

問
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
(55
)４
２
１
１

https://w
w
w
.kavec.ed.jp/

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

預
け
て
安
心
！
あ
な
た
の
遺
言

(自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
)

あ
な
た
の
書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局

で
大
切
に
保
管
し
ま
す
。
法
務
局
に
預

け
て
お
く
と
、
遺
言
書
の
紛
失
や
亡
失
、

相
続
人
に
よ
る
隠
匿
や
改
ざ
ん
な
ど
の

恐
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
相
続
が
開
始
し
た
と
き
、
遺

言
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
法
務

局
か
ら
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
も
で
き
、

家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続
も
不
要
と
な

る
の
で
、
相
続
手
続
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
ま
す
。

※
手
続
は
完
全
予
約
制
で
す
。
詳
し
く

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
遺
言
書
の
内
容
に
関
す
る
相
談
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
山
形
地
方
法
務
局

☎
０
２
３
(625
)１
３
２
１

https://houm
ukyoku.m
oj.

go.jp/yam
agata/

漏
水
調
査
・
止
水
栓
オ
フ
セ
ッ
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
、
調
査
員

が
対
象
世
帯
の
敷
地
内
の
水
道
メ
ー
タ

ー
等
を
調
査
し
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時

に
漏
水
等
が
発
生
し
た
場
合
の
停
水
作

業
を
実
施
す
る
止
水
栓
の
位
置
調
査

(オ
フ
セ
ッ
ト
・
測
量
)も
同
時
に
行
い

ま
す
。
お
宅
を
訪
問
さ
れ
た
際
は
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
が
物
品
の
販
売
・
修

理
等
を
行
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
調
査
地
区
／
上
町
４
地
区
の
一
部

■
調
査
時
期
／
８
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

■
調
査
業
者
名
／

フ
ジ
地
中
情
報
㈱
東
北
支
店

☎
０
２
２
(208
)７
７
４
３

問
尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境
衛
生
事
業

組
合
上
下
水
道
課

☎
(23
)２
１
６
１

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
救
急
車
が
向
か
う
住
所
・
場
所

②
何
歳
の
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
症
状
か

③
意
識
・
呼
吸
は
あ
る
か

④
現
在
治
療
し
て
い
る
病
気
・
過
去
に

大
き
な
病
気
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か

⑤
か
か
り
つ
け
の
病
院
は
あ
る
か

⑥
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
質
問
(ワ
ク
チ

ン
の
接
種
歴
、
県
外
へ
の
往
来
歴
、

家
族
や
親
族
に
感
染
者
が
い
な
い
か

等
)

⑦
通
報
者
の
お
名
前
と
電
話
番
号

な
ど
、
救
急
車
が
出
動
す
る
た
め
に

必
要
な
項
目
を
聞
き
ま
す
。

目
の
前
に
具
合
の
悪
そ
う
な
人
が
い

る
と
慌
て
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
が
、

通
信
指
令
員
が
順
番
に
質
問
し
ま
す
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

出
動
場
所
を
間
違
え
ず
、
到
着
後
す

ぐ
に
適
切
な
処
置
を
す
る
た
め
に
重
要

な
情
報
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
尾
花
沢
市
消
防
本
部
救
急
係

☎
(22
)１
１
３
１

救
急
車
の
要
請
の
し
か
た

尾
花
沢
市
消
防
本
部
で
は
、
119
番
通

報
を
受
信
し
た
際
、
次
の
①
〜
⑦
の
内

容
を
問
い
か
け
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
落
ち
着
い
て
救
急
車
を
要
請
出
来
る

よ
う
、
聞
か
れ
る
内
容
を
把
握
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

※
症
状
に
応
じ
て
聞
か
れ
る
内
容
が
変


